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「
斐
伊
川
放
水
路
」

　
　
　
　
運
用
開
始

出雲市斐川町出西上空より望む（平成24年4月）

JR 出雲市駅

JR 山陰本線

国道９号

日本海

斐伊川放水路

残土処理場
（グリーンステップ）

斐伊川 →

分流堰

神西湖

神戸川

→

斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
計
画
の
概
要

（
３
点
セ
ッ
ト
の
概
要
）

　

斐
伊
川
流
域
に
戦
後
最
大
の
被
害
を
も
た

ら
し
た
昭
和
47
年
７
月
の
洪
水
を
契
機
に
、

県
は
、
昭
和
50
年「
斐
伊
川
・
神
戸
川
の
治
水

に
関
す
る
基
本
計
画
」（
左
図
参
照
）を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
斐
伊
川
・
神
戸
川
両
水

系
を
一
体
と
し
て
、
①
上
流
部
の
尾
原
ダ
ム
・

志
津
見
ダ
ム
の
建
設
、
②
中
流
部
の
斐
伊
川

放
水
路
建
設
と
斐
伊
川
本
川
の
改
修
、
③
下

流
部
の
大
橋
川
改
修
と
中
海
・
宍
道
湖
の
湖

岸
提
の
整
備
に
よ
り
、
各
流
域
で
治
水
機
能

を
分
担
し
合
う
治
水
計
画
で
、
い
わ
ゆ
る“
３

点
セ
ッ
ト
”と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
事
業
は
、
こ
の
３

つ
の
事
業
が
一
体
と
な
っ
て
、
流
域
の
尊
い

人
命
や
貴
重
な
財
産
を
洪
水
か
ら
守
る
、
島

根
県
の『
百
年
の
大
計
』で
あ
り
、
ま
た
、『
平

成
の
オ
ロ
チ
退
治
』と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

斐
伊
川
放
水
路
事
業
の
概
要

　
『
斐
伊
川
放
水
路
』は
、
大
津
町
上か

み

来く
り

原は
ら

地

区
付
近
か
ら
上
塩
冶
町
半は

ん

分ぶ

地
区
ま
で
の
４
・

１
ｋ
ｍ
の
区
間
を
約
１
０
０
ｍ
の
川
幅
で
新

た
に
掘
削
し
、
洪
水
時
に
斐
伊
川
の
流
水
の

一
部
を
神
戸
川
に
分
流
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
斐
伊
川
の
下
流
域
や
宍
道
湖
の
水
位
上

昇
を
抑
え
ま
す
。
ま
た
、
神
戸
川
下
流
部
の

川
幅
も
平
均
で
１
・
５
倍（
３
０
０
～
３
７
０

ｍ
）に
拡
幅
す
る
こ
と
で
、
両
河
川
の
安
全
性

を
高
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
57
年
、
中
流
地
域
の
放
水
路
事
業
計

画
地
で
あ
る
当
市
は
、
事
業
の
同
意
を
し
、

放
水
路
事
業
予
定
地
の
本
調
査
と
用
地
買
収

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
６
年
に
は
、
斐

伊
川
放
水
路
事
業
起
工
式
が
行
わ
れ
、
放
水

路
工
事
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
斐
伊
川
・
神
戸
川
の
治
水
に
関
す

る
基
本
計
画
」の
発
表
か
ら
約
40
年
の
歳
月

を
経
て
、
６
月
16
日
、「
斐
伊
川
放
水
路
」が

竣
工
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

治
水
対
策
の
３
つ
の
柱（
３
点
セ
ッ
ト
）の

内
、
上
流
の
尾
原
・
志
津
見
ダ
ム
に
続
い
て
、

中
流
の
斐
伊
川
放
水
路
が
完
成
し
た
こ
と

で
、
今
後
は
、
下
流
部
の
大
橋
川
改
修
事
業

の
早
期
の
推
進
が
望
ま
れ
ま
す
。

H.P.： 斐伊川基準点高を
　　   17.416mとする基準高
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昭
和
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７
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昭
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月　

昭
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昭
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年
４
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９
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昭
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平
成
６
年
５
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平
成
14
年
４
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平
成
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年
８
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平
成
21
年
３
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平
成
22
年
９
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平
成
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年
６
月　

　
　
　
　

９
月　

平
成
24
年
３
月　

平
成
25
年
３
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平
成
25
年
６
月　

豪
雨
に
よ
り
斐
伊
川
・
神
戸
川
流
域
全
域
で

被
害
発
生

島
根
県
が「
斐
伊
川
・
神
戸
川
の
治
水
に
関
す

る
基
本
計
画
」を
発
表

国
、
島
根
県
が「
斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水
計
画
」

の
具
体
的
内
容
を
提
示

国
が
斐
伊
川
放
水
路
を
大
規
模
工
事
と
し
て

採
択

大
社
町
が
立
ち
入
り
測
量
調
査
に
同
意

大
橋
川
改
修
に
関
す
る
測
量
に
着
手

出
雲
市
が
条
件
付
き
で
基
本
計
画
に
同
意

斐
伊
川
放
水
路
事
業
起
工

国
が「
斐
伊
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
」

を
策
定

神
戸
川
及
び
斐
伊
川
放
水
路
が
一
級
河
川
に

指
定
さ
れ
、
斐
伊
川
水
系
へ
編
入

神
戸
堰
が
完
成

島
根
県
知
事
が
、
出
雲
市
長
に
分
水
協
議
を

申
し
入
れ

志
津
見
ダ
ム
が
完
成

出
雲
市
長
が
、
放
水
路
へ
の
分
水
を
了
承

尾
原
ダ
ム
が
完
成

斐
伊
川
放
水
路
分
流
堰
が
完
成

斐
伊
川
放
水
路
運
用
開
始

◆施工延長／13.1ｋｍ（拡幅部：9.0ｋｍ、開削部：4.1ｋｍ）
◆築堤土量／約400万㎥
◆取水堰

ぜき

改築／１か所　　　　
◆排水機場／２か所

◆残土処理量／約900万㎥
◆分

ぶん

 流
りゅう

 堰
ぜき

／１か所　　　　　　
◆用地買収／約322ha

◆掘削土量／約1,100万㎥　　
◆橋　　梁

りょう

／25橋　　
◆水　　門／１か所　　　
◆家屋補償／437戸

斐伊川放水路（開削部） 神戸川（拡幅部）

斐
伊
川
放
水
路
事
業
の
あ
ゆ
み

丘陵地だったところに斐伊川放水路を建設しています。 新しい堤防が建設され、川幅が拡がりました。
神戸橋や神戸堰

ぜき

もそれにあわせ、新しく建設しています。

工事着工前（平成4年）斐伊川の分流地点（大津町上来原地区）から
斐伊川放水路を望む

工事着工前（平成4年）河口から7Km付近

工事着工後（平成24年）斐伊川の分流地点から斐伊川放水路を望む 工事着工後（平成24年）河口から7Km付近

おたずね／国土交通省　出雲河川事務所 ☎ 21-1850、市役所建設企画課 ☎ 21-6561
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